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１．はじめに
名古屋大学にタンデトロン加速器質量分析計（導入機器の当時の名称：天然

放射能測定装置）が１９８２年３月に導入されて、はや１３年が経過した．この間、１４Ｃをトレーサーとした環境１４Ｃ濃度分布に関する研究及びさまざまな環境試料

の１４Ｃ年代測定が行われ、１９９４年末の測定数は５、０００個を越える．タンデトロン
分析計は、学内共同利用機器として研究・教育に利用され、また、国内やロシ
ア、マレーシア、ブラジルを始めとする諸外国の研究者の共同研究の場として
も盛んに利用されている．現在までの共同利用研究として、１４Ｃ年代測定では、
地質学、堆積学、古環境学、海洋学、地震学、活断層科学、雪氷学、水理学、
考古学、人類学、文化財科学などの分野で、また環貿４Ｃ濃度測定では、地球化
学、環境科学、海洋科学、木材科学、保険物理学、食物科学などの分野で利用
されている．これらの研究成果は、名古屋大学加速器質量分析計業績報告書Ｉ
（１９８９）、ｎ（１９９１）、ⅢＧ９９２）、ｌｖ（１９９３）、Ｖ（１９９４）で報告されている．
本年度に開催されたタンデトロン加速器質量分析計シンポジウムでは、テフ

ラ層序・編年の研究における加速器１４Ｃ年代測定の利用、役割、必要性について
話題を展開した．テフラ編年のため１こは１４Ｃ年代測定が不可欠なのはもちろんで
あるが、一つ一つの火山の噴火を詳細に調べるためには、年代測定に必要な炭
素量が少量ですむ加速器法の利用が望まれる．火山噴火の編年は、噴火で堆積
したテフラ層の上下に形成されている腐植土層から、１４Ｃ年代測定に用いられる
有機物（炭化木片、炭化植物、植物片、腐植土など）試料を採取できることが
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要求されるが、多量の炭素試料を採取する事が困難なことが多いためである．
また、数十年、数百年ごとに降下した火山灰の降下年代を正確に決定するには、
より正確な年代測定が必要とされる．さらに、火山灰層の起源を歴史噴火と対
応付けるためにはノ４Ｃ年代スケールから暦年代スケールヘの較正を正確に行う
必要がある．こうした１４Ｃ年代測定上の問題点は、昨年のシンポジウムのテーマ
である「考古学・文化財科学における１４Ｃ年代測定の利用」において要求される
ことと、ほとんど同じである７４Ｃ年代値の正確度をあげるための検討、１４Ｃ年
代から暦年代への較正方法などについては、昨年度の本業績報告書の中村ほか
（１９９４）を参照して頂きたいｉ
本論では、１９９４年度におけるタンデトロン分析計の共同研究・教育利用の実

状について述べる．さらにタンデトロン加速器２号機の導入計画について述べ
る．

２．タンデトロン加速器質量分析計の現状
２．１．タンデトロン分析計の諸性能
タンデトロン分析計の諸性能の現状を表１に示す．炭素をグラファイト化
（Ｋｉｔａｇａｗａどａ１、１９９３）したターゲットを用いるようになって、グラファイト
化直前のＣ０２の量として０．２～１ｍｇで１４Ｃ測定が可能となった．従来のＣ-Ａｇターゲ
ット（炭と鉄粉の混合物）に必要な２～５ｍｇに比べてずっと少なくてすむ．
測定可能な古い年代の限界は、中村ほか（１９９３）が示した理由により６万年

前より多少若くなっている／４Ｃを含まない鉱物起源のグラファイトの見かけの１４Ｃ年代値が５～５．５万年前であることから、古い年代の測定限界は約５万年前と

考える．
測定誤差は、グラファイトターゲットを用いると、数千年前の比較的若い試

料については、±０．８～±１．０％（１４Ｃ年代値の誤差で±６０～±８０年）が２～３時
間の測定で達しうる．測定時間を１０時間程度に延ばせば、±０．５％（±４０年）
程度まで小さくできるが、実質的にはこれが限界であろう．

２．２．学内共同研究・教育利用
１９９４年におけるタンデトロン加速器質量分析計の学内共同利用における利用
申請者とその研究課題名を表２に示す．学内共同利用として、様々な研究に利
用されている．１４Ｃ濃度測定（ＮＵＴＥ-）、１４Ｃ年代測定（ＮＵＴＡ-）および分析計の調整のため

のテスト測定、！ニ１４Ｃバックグラウンド測定を含めた測定総数の積算を図１に、年
ごとの測定数の変動を図２に示す．１９９４年の測定総数は８０５個で、いまだ上昇
中であり、共同利用がより活発化していることが示されている．
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表１．現有タンデトロン加速器質量分析計の諸性能

項目

測定に必要な炭素量

測定可能な古い
年代の限界

測定誤差

測定時間

タンデトロン加速器質量分析計

０。２～ｌｍｇ

約 ５ 万 年 前

±０．８～±１．０％

（±６０～±８０ｙｅａｒｓ．ド
１０時間の測定で±０．５％（±４０ｙｅａｒｓ）達成可能

２～３時間／１試料

表２．学内共同利用研究の申請者と研究課題名
一 一 一 - - 一 一 一 - 二 二 - ㎜ - - - Ｉ

大気水圏科学研究所
松本英二浜名湖における堆積過程
松本英二バイカル湖底泥の堆積年代
半田暢彦南極りュツォ・ホルム湾東岸域の隆起海域堆積物の年代決定
半田暢彦西七島海嶺域の海底堆積物（２：）ＡＭＳ１４Ｃ年代
半田暢彦海洋懸濁粒子一有機物の年代
増渫敏行相模湾深海シロウリガイ群集の地球科学的研究
増滞敏行
増渾敏行

工学部
飯田孝夫
篠 田 剛
平沢政広

農学部
渡 辺 彰
渡 辺 彰

奥 山 剛
奥 山 剛
木村真人

南極海の堆積過程の研究測定
中国四川省ＱｉｎｇＨａｉ湖の堆積過程

環境メタンの動態に関する研究
猿投山中の窯遺跡の年代推定
古代鉄の年代測定
（学外共同研究者：東北大学：井垣謙三）

年代経過に伴う腐植酸の構造変化
腐植酸の１４Ｃ年代測定による石灰岩からの土壌生成速度の推定
（学外共同研究者：筑波大永塚鎮男）
木曽ヒノキの年代測定
ニュージーランド埋没林の年代測定
熱帯泥炭中に含まれるメタンガスの年代決定
（学外共同研究者：三重大学犬伏和之）
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理学部
熊谷博之
熊谷博之
熊谷博之
小沢智生

文学部
渡辺 誠

渡 辺 誠
海津正倫
海津正倫
宮 治 昭
宮 治 昭
宮 治 昭
三鬼清一郎

浜名湖の堆積物から過去の東海沖地震を探る
年輪の１４Ｃ濃度変動を利用した年代決定法の確立と火山学への応用
縞状鉄鉱床中に含まれる炭素の起源
南西諸島におけるマングローブの発達と後氷期気候変動
（学外共同研究者：琉球大学：黒田登美雄）

食文化史の実証的研究
（学外共同研究者：韓国木浦大学博物館：雀盛洛）
（学外共同研究者：岐阜県文化財保護センター：野村宗作）
（学外共同研究者：札幌埋文センター：加藤邦雄）
日韓先・歴史時代における年代比較
沖積低地の古環境変遷に関する研究
沖積低地の地形発達と沖積層の堆積過程に関する研究
アフガニスタンの仏像の年代測定
キジル壁画の制作年代
仏像より得られた木片の年代測定
琵琶湖畔にあった坂本城の築城年次の推定

アイソトープ総合センター
西洋邦秀米の１４Ｃ濃度の経年変動

年代測定資料研究センター
森忍長野県木曽福島町の木曽川泥流堆積物中の埋没樹木の加速器１４Ｃ年代測定

（学外共同研究者：長野県大桑村教育委員会：永井節治）
森忍豊橋市吉田城の堀堆積物にみられる時代と環境

（学外共同研究者：豊橋自然史博物館：松岡敬二）
森 忍 古 代 ク リ 船 の 造 船 年 代

（学外共同研究者：愛知学院大学：大参義一）
森忍中国内陸部の後氷期における植生の変遷

（学外共同研究者：山形大学：山野井徹）
森 忍 豊 川 中 流 域 の 更 新 統 の 年 代 測 定

（学外共同研究者：愛知教育大学：木村一郎）
森忍静岡県下大東層（沖積層）の古環境と地質時代
中村俊夫文化財関連資料の１４Ｃ年代測定
中村俊夫完新世火山灰の１４Ｃ年代測定
中村俊夫ロシア．バイカル湖堆積物の１４Ｃ年代測定
中村俊夫古人骨一獣骨の年代測定
中村俊夫大気Ｃ０２の１４Ｃ濃度測定
中村俊夫学内樹木の葉の１４Ｃ濃度測定
池田晃子木曽ヒノキの年代測定
池田晃子フミン酸の年代測定
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図１．名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計による１４Ｃ測定数の積算
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図２／４Ｃ測定数の経年変化
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３ ． 加 速 器 質 量 分 析 計 ２ 号 機 （ 加 速 器 年 代 測 定 シ ス テ ム ） の 導 入 計 画
３ ． １ ． 加 速 器 質 量 分 析 法 の 発 展 の 歴 史
加 速 器 質 量 分 析 法 の 発 展 の 歴 史 を 表 ３ に 示 す． サイク ロ ト ロ ン を 質 量 分 析 計

として利用する方法は、１９３９年頃のＡｌｖａｒｅｚ＆Ｃｏｍｏｌｇ（１９３９）の研究に遡る．１９７４
年のセシウムスパッタ負イオン源の開発に伴って、１９７０年代後半に加速器質量
分 析 法 に よる 天 然 の ご く 微 量 の 放 射 性 同 位 体 を 超 高 感 度 で 測 定 す る 方 法 が 開 発
された．
１９８０～１９８１年には、小型のタンデム加速器を用いｙｌゴ４Ｃ／ｏＢｅ測定のための加

速器質量分析専用のシステムが米国ロチェスター大学の教授でありかつ（５ｅｎｅｒａｌ
ｌｏｎｅｘ社の社長でもあったＫＪｕｒｓｅｒにより開発された．これが、タンデトロン
加速器質量分析計（Ｍｏｄｅｌ４１３０ＡＣ-１４ＴａｎｄｅｔｒｏｎＡｎａｌｙｚｅｌｙ：ｕｌｔｒａ-ｓｅｍ；ｉｔｉｖｅｍａｓｓ
・；Ｉ）ｅｃｔｒｏｍｅｔｅｌ’（）ｐｔｉｏｎ）であり、１９８０年から１９８３年にかけて米国・アリゾナ大学、
日 本 ・ 名 古 屋 大 学 、 英 国 ・ オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 学 、 カ ナ ダ ・ ト ロ ン ト 大 学 、 フ
ランス・（Ⅲ-ｓｕｒ-Ｙｕｔｔｅ研究所に導入された．各国のタンデトロン加速器質量分
析 計 はそ れ ぞ れ 大 活 躍 して お り 、 名 古 屋 大 学 に お ける 成 果 は 、 名 古 屋 大 学 加 速
器質量分析計業績報告書シリーズ（Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶ、Ｖ）で報告されているとおりであ
る．
その後、１９８３～１９９０年の間に、初代タンデトロン加速器質量分析計の改良が

施 さ れ 、 パー ソ ナル コ ン ピ ュ ー タ ー 技 術 の 大 発 展 に 伴 って、 高 性 能 の 第 ２ 世 代
タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 が 開 発 さ れ た ． そ の 諸 性 能 の 詳 細 に つ いて は 次
項述べるが、その１号機が米国ｗｏｏｄｓｈｏｌｅ海洋研究所に、２号機がオランダ・
グローニングン大学に既に導入されている（表２）．

３ ． ２ ． 名 古 屋 大 学 ” 加 速 器 年 代 測 定 シス テム ” の 導 入 計 画
名古屋大学で加速器年代測定システムとして導入を計画している加速器質量

分析計の要求される性能と、その検討対象機種の一つであるハイボルテージ・
エンジニアリング・ヨーロッパ（ＩＥＩＶＥＥ）社製のタンデトロン加速器質量分析
計の諸性能を紹介する．

３ ． ２ ． １ ． 名 古 屋 大 学 ” 加 速 器 年 代 測 定 シス テム ” の 概 要
天然に存在するごく微量の放射性同位体のうち、寿命が長く、かつ比較的軽

い同位体である放射性炭素（１４Ｃ）、放射性ベリリウム（１ｏＢｅ）、放射性アルミ
ニウムぐＡＩ）などの測定に用いられるシステムであり、天然物試料に含まれ
るこれらの放射性同位体の濃度から、試料が形成されてから現在までに経過し
た年代が正確に測定される．本システムは、天然レペル濃度の放射性同位体を、
放射能測定法ではなく、１９７０年代後半に開発された加速器質量分析法に基づき、
同位体自身を直接計数する方法で定量する．加速器質量分析法は、様々な応用
分野で、既に多大な成果を挙げている．そこで今回、加速器質量分析専用の加
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表３．加速器質量分析法の発展の歴史

１９３９年頃Ａｌｖａｒｅｚ＆Ｃｏｒｎｏｇ（１９３９）：

（１）サイクロトロンを質量分析器として用いて３Ｈｅの検出
（２）３Ｈｅ／４Ｈｅ（～１０’６）を測定

１９７４年Ｍｉｄ（ｊｌｅｔｏｎ（１９７４）：セシウムスパッタ負イオン源の開発
１９７６年Ｐｕｆ’ｓｅｒ（１９７６）タンデム型静電加速器を用いた高感度質量分析法で特許申請
１９７７年頃Ｍｕｌｌｅｒ，ｅｒａ／，（１９７７）Ａｌｖａｒｅｚをｒ＝ｔ＝１心にカリフォルニア大バークレ校８８̈サ

イク ロ ト ロ ン を 質 量 分 析 器 と して 用 いて ク オ ー ク 探 し
１９７７年Ｍｕｌｌｅｒ（’１９７７）：８８？ｌサイクロトロンを用いて３Ｈを測定，さらに１４Ｃ，ｌｏＢｅ測定の

可 能 性 を 指 摘
１９７７年Ｐｕｒｓｅｒ，ｅｒｊｌだ（１９７７）：Ｒｏｃｈｅｓｔｅｒ大タンデム加速器で１４Ｃを検出
１９７７年Ｎｅｌｓｏｎ，ｅｒａ・削１９７７）：Ｍｃｍａｓｔｅｒ大タンデム加速器で１４Ｃを検出
１９７８年Ｂｅｎｎｅｔｔ，ｅｒａ／，（１９７８）：Ｒｏｃｈｅｓｔｅｒ大タンデム加速器を用いて１４Ｃ年代測定

に 成 功
１９７８年カナダ・チョークリバー，Ｏｘｆｏｒｄ大でもタンデム加速器を使った加速器質

量 分 析 の 研 究 に 着 手
１９７８年Ｍｕｌｌｅ・’（１９７８）：ＬＢＬ８８１１サイクロトロンによるｌｏＢｅの検出
１９７８年Ｒａｉｓｌ）ｅｃｋ（１９７８ｙグルノーブルのサイクロトロンでｌｏＢｅを定量．南極氷床コ

ア中のｌｏＢｅを定量
１９７８年第１回̈Ｒａｄｉｏ（３ａｒｂｏｎｄａｔｉｎｇｗｉｔｈａｃｃｅｌｅｒａｔｏｒｓ̈国際会議が米国・ロチ

ス タ ー 大 学で開催される
１９８０年米国ＧＩＣ社製のタンデトロン加速器質量分析計第１号機がアリゾナ大学に導

入 さ れ る

１９８０年頃
１９８２年頃

１９８１～
１９８２年

１９８２年

１９８３年

１９８３年
１９９１年

１９９３年

土地ほか（１９８１）：京都大学タンデム加速器によ・Ξ，３Ｈ，１４Ｃ測定の研究を開始
今村ほか（１９８２）：束大タンデムによるｌｏＢｅの定量

中井・中村（‘１９８３）：米国ＧＩＣ社製のタンデトロン加速器質量分析計第２号機
が名古屋大学に導入される
カナダ・トロント大学、英国・オックスフォード大学にタンデトロン加速器
質量分析計が導入される
フランス・（Ｅｉｉｆ-ｓｕｒ-Ｙｕｔｔｅ研究所にタンデトロン加速器質量分析計が導入さ
れる
名古屋大で１４Ｃ年代測定を開始
米国・ＷｏｏｄｓＨｏｌｅ海洋研究所に第二世代タンデトロン加速器質量分析計が
導入される
オランダ・グローニングン大学にＨＶＥＥ社製の第二世代タンデトロン加速器
質量分析計が導入される
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１９９２～
１９９４年東京大学原子力総合研究センターのタンデム加速器が米国ＮＥＣ社製ペレトロ

ン加速器をベースにした加速器質量分析計に更新される
１９９４年筑波国立環境研究所にＮＥＣ社のペレトロン加速器質量分析計が導入されるこ

とが決定される

１９９４年ドイツ・キール大学にＨＶＥＥ社製の第二世代タンデトロン加速器質量分析計
が導入される

１９９５年名古屋大学年代測定資料研究センターに最新の加速器質量分析専用機が導入
されることが内定する
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速 器 シ ス テ ム と し て 、 現 時 点 で 最 も 優 れ た 性 能 を も つ 加 速 器 年 代 測 定 シ ス テ
ム ” の 導 入 を 進めている．
本 シス テム で は 、 天 然 レ ペ ル の 放 射 性 同 位 体 と 安 定 同 位 体 の 比 、 す な わ ち

１“Ｃ／１２Ｃ／３（：：；／１２Ｃ／ｏＢｅ／９Ｂ（．２６Ａび７ＡＩ比などが高精度で測定できるものとする．１４Ｃ／１２Ｃ

比 の 測 定 で は 、 そ の 測 定 誤 差 を 、 年 代 値 が 数 千 年 前 の 比 較 的 新 し い 試 料 に つ い
てはルーティンの測定で±０．３％以下（年代値の誤差で±２０年以下）の達成をめ
ざす．また、ｌｏＢｅ／’ＢｅごＡＩ／２７ＡＩの測定は±１％以下の測定誤差で行う計画である．

３．２．２．ＨＶＥＥタンデトロン加速器質量分析計の諸性能
名古屋大学では、加速器年代測定システムとして加速器質量分析計の導入を

計画しているが、その検討対象の機種の一つであるハイボルテージ・エンジニ
アリング・ヨーロッパ（ＨＶＥＥ）社製のタンデトロン加速器質量分析計の諸性
能を紹介する（Ｍｏｕｓｅｒｊｌム、１９９４）．
この分析計は、図３に示されるように、旧世代機種と同様、イオンビーム入

射装置、重イオンビーム加速装置、イオンビーム分析装置、年代測定自動制御
装置より構成される．

ＴＡＮＤＥＭＡＣ〔：ＥＬＥＲＡＴＯＲ

レ
洲
仁
丿 ＨＩＧＨ

ＥＮＥＲＧＹ
ＭＡＳＳ

ＳＰＥ〔ＴＲＯＭＥＴＥＲ

図３．グローニングン大学に導入されたＨＶＥＥ社製のタンデトロン加速器の構成
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３．２．２．１．イオンビーム入射装置
入射装置のイオン源は、マルチカソードのＳＮＩＣＳ（高輝度セシウムスパッタ

負イオン源）であり、例えば炭素イオンビーム強度は１００μＡ以上の能力をもつ
とされる．イオン源には、５９個の試料が簡単に装着・脱着でき、手動および計
算機制御で、任意の試料を選択できる．また、試料を照射するセシウムイオン
ビームが、試料表面を走査できるように、試料装着台がｘ-ｙ方向に±５ｍｍの
幅で運動可能であり、その動作は、計算機で自動制御可能となっている．
本システムでは、放射性同位体と安定同位体とを、時間分割で交互にではな
ぐｒｅ（ｘ）ｍｂｉｎａｔｏｒ・；ｙｓｔｅ❹’により同時に測定できる．同位体を、例えば１２Ｃ／３Ｃ、１４Ｃを同時に測定することは、分析装置の安定性の時間的変動による同位体比の

変動を打ち消すためにきわめて有効であるとされている．通常、１２Ｃの存在量は１３Ｃの存在量の１００倍であり、イオン源で形成された炭素イオンをそのまま加速

器に導入すると、加速器に過大な負担がかかり電源装置を破損する恐れがある
ほか、制動Ｘ線の量も増加する．そこで、放射性同位体と安定同位体とを同時
にイオンビーム分析装置に入射するために入射装置に組み込まれている”
ｒｅ（ｘ）ｍｂｉｎａｔｏｒｓｙｓｔｅ❹’の働きで、１２（：；ゾ３（：？ゾ４Ｃ゙ の軌道が分かれた際に、回転円
盤スリットを用い゛ご２Ｃ’のビーム強度を１／１００に減少させる機構を用いている．
こうして、加速器からの漏洩Ｘ線の増加なｔ．に、１２ｃ／３ｃ／４ｃを加速し、、イオ
ンビーム分析装置で、それらの同位体の存在比が定量できる．測定された
１３Ｃ／１２Ｃ比は、試料の炭素同位体分別の効果を補正するために用いることができ

る．炭素安定同位体比（１３Ｃ／１２Ｃ比）測定では変動幅は１（７で２‰（パーミル）
程度が達成されている．

３．２．２．２．重イオンビーム加速装置
加速管の電極は、永久磁石を組み込むなどの工夫により加速管内でＸ線の発

生源となる運動エネルギーの低いイオンや電子を排除できる機能をもっている．
タンデム加速器の荷電変換カナルは、保守が不要なガス荷電変換方式であり、
入射粒子の透過効率を挙げるために、荷電変換カナルは１２ｍｍ以上の口径とし、
ターボ分子真空ポンプを用いて荷電変換ガスをカナル内で循環できる機構とな
っている．

３ ． ２ ． ２ ． ３ ． イ オ ン ビ ー ム 分 析 装 置
イ オ ン ビーム 分 析 装 置 に は 、 安 定 同 位 体 の イ オ ン ビーム の 電 流 変 化 を 検 出 し 、

イ オ ン ビーム の 加 速 電 圧 を 安 定 化 す る た め に 、 ス リ ッ トフィ ー ドバ ッ ク シス テ
ム を 装 備 して い る ． こ の フィ ー ドバ ッ ク シス テム の お か げ で、 加 速 管 の 高 電 圧
出力はきわめて安定に保たれる（Ａｙｖ～６×１０ｎＭｏｕｓばｊｉも１９９４）．
重 イ オ ン 検 出 器 は 、 シ リ コ ン 表 面 障 壁 型 検 出 器 と イ ソ ブタ ン ガ ス 電 離 箱 型 検

出 器 の 組 み 合 わ せ で、 入 射 イ オ ン の 全 エ ネ ル ギ ー 及 び エ ネ ル ギ ー 損 失 率 の 測 定
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が高精度でできる．そこで、検出器に入射するさまざまなバックグラウンドイ
オンと１４Ｃ／０１３ｅｊＡ１などの目的とするイオンとを正確に識別できる性能を有す
る．

３．２．２．４．年代測定自動制御装置
加速器質量分析計の制御装置は、（１）測定データのオンライン収集とデータ解

析、（２）分析装置の自動調整立ち上げ、装置の電源やインターロックの監視、
分析計各部のパラメータの自動記録など、２つの機能に分けて２台以上の計算
機による制御が行われる．省力化を図るためにために、システムは、自動制御
装置により無人運転ができるように自動化されている．
また、年代測定自動制御装置と周辺装置との接続は、イオンビーム入射装置

等に使用される高電圧電源の電気ノイズにより計算機が破損しないように、光
ファイバーで接続されている．

３．２．２．５．トータルシステム
オランダ・グローニングン大学に導入された第二世代タンデトロン加速器質

量分析計の性能は、第一世代のタンデトロン分析計を使用している我々にとっ
ては、驚くべきものである．グローニングン大学の分析計では、イオン源の出
力が大きく、かつ、１４Ｃの検出効率が高いため、現代のショ糖から調製したグラ
ファイトについて、約２０分間の測定で２０万個を越える１４Ｃが計数される．従って
年代値にして±２０年の統計誤差は容易に達成できる．
また、測定操作はコンピューターによる自動制御で無人の終夜運転ができる

ため、年間：３、（）００個の試料の１４Ｃ測定が測定が可能となっている．

４．おわりに
１３年前に導入された、当時の世界の第２号機である第一世代タンデトロン加

速器質量分析計は、故障の頻度が増えてはいるか、現在も順調に測定数を積み
重ねている（図１、２）．しかし、測定の自動化など大きな改造をしなければ
昨年の実績である年間８００個がほぼ能力の限界であろう．
この間、世界的には、年間３、０００個の測定ができる装置の開発が進められ、

オランダのＨＶＥＥ社製のタンデトロン分析計が３台、また、米国のＮＥＣ社製の
ペレトロン加速器質量分析計が数台（日本では、東京大学に既納入、国立環境
研究所に納入予定）納入されている．タンデトロン分析計は１４Ｃ測定の専用機（も
ちろん、誤差は大きくなるがｏＢｅ、２６Ａ１も測定可能である）として、ＮＥＣ社のペ
レトロン分析計は加速器の高電圧を高くして多元素測定用に設計されている．
名古屋大学では、コストパフォーマンスを考慮して改造よりむしろ新型装置の
導入を選んだが、加速器質量分析計２号機導入計画では、ＨＶＥＥ社製とＮＥＣ社
製の分析計について、それぞれの長所を考慮して検討を進めている．
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第２世代の加速器質量分析計が年間３、０００個の測定処理能力を持つとはいっ
ても、それだけの個数の試料調製の化学処理の実施は容易なことではない．年
代測定資料研究センターで処理可能な試料数はせいぜい年間１、０００個程度であ
ろう．従って、残り２、０００個分は、学外利用に門戸を開くことが考えられる．
すなわち、フィールドで採取された生試料ではなく、試料調製が終わったグラ
ファイトターゲットに限って、ある条件のもとに、他機関からの測定依頼を受
け入れることになろう．今後、検討しておくべき課題の一つである．
昨今益々、学内ばかりではなく、学外からも１４Ｃ測定利用の希望が寄せられて

いる．これらの期待が絵に描いた餅にならないように、２号機の機種選定；をＪＩ真
重に行い、初期の目的どおりに加速器質量分析計を稼働できるように努力した
いと考えている．
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ＧｃｎｅｒａｌｌｏｎｃｘＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ，ＵＳＡ，ｈａｓｂｅｅｎｕｓｃｄｓｉｎｃｃ１９８３ｔｏ

ｎｌｅａｓｕｒｃ１４Ｃｃｏｎｃｃｎｔｒａｔｉｏｎｓｏｆｅｎｖｉｒｏｎｍｃｎｔａｌｓａｍｐｌｅｓ，ａｓｗｃｌｌａｓ

１４ＣｄａｔｃｓｏｆｇｅｏｌｏｇｉｃａｌａｎｄａｒｃｈｅｏｌｏｇｉｃａｌｍａｔｃｒｉａｌｓａｔｔｈｅＤａｔｉｎｇ

ａｎｄＭａｔｅｒｉａｌｓＲｃｓｅａｒｃｈＣｅｎｔｃｒ（ＤＭＲＣ），Ｎａｇｏｙａｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ。

Ｔ ｈ ｅ ｓ ｙ ｍ ｐ ｏ ｓ ｉ ｕ ｍ ， ｈ ｃ ｌ ｄ ｏ ｎ １ ７ - １ ８ ， Ｊ ａ ｎ ｕ ａ ｒ ｙ １ ９ ９ ５ ａ ｔ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ，

ｆｏｃｕｓｅｄｏｎａｎａＰｐｌｉｃａｔｉｏｎｏｆＡＭＳ１４ＣＤａｔｉｎｇｔｏｔｅｐｈｒｏｃｈｒｏｎｏｌｏｇｙ・

ＯｎｅｏｆｔｈｃｉｍｐｏｒｔａｎｔａｐｐＨｃａｔｉｏｎｓｏｆ１４ＣｄａｔｉｎｇｗｉｔｈＡＭＳｈａｓｂｃｃｎ

ｔｈｃｐｒｃｃｉｓｅｅｓｔｉｍａｔｉｏｎｏｆｆａｌｌｉｎｇｔｉ，ｍｅｏｆｔｅｐｈｒａｓ．Ｈｕｎｄｒｃｄｓｏｆ

ｔｅｐｈｒａｓｓｅｄｉｍｅｎｔｅｄｌｏｃａｌｌｙａｓｗｃｌｌａｓｇｌｏｂａｌｌｙｏｖｃｒＪａＰａｎｈａｖｅｂｃｃｎ

ｕｓｃｄｔｏｅｓｔｉｍａｔｃａｇｃｓｏｆｓｅｄｉｍｅｎｔａｒｙｌａｙｅｒｓ，ａｍｅｔｈｏｄｋｎｏｗｎａｓ

ｔ ｅ Ｐ ｈ ｒ ｏ ｃ ｈ ｒ ｏ ｎ ｏ ｌ ｏ ｇ ｙ ． Ｔ ｏ ｏ ｂ ｔ ａ ｉ ｎ ａ ｐ ｒ ｃ ｃ ｉ ｓ ｃ ａ ｇ ｃ ， ａ ｎ ａ ｃ ｃ ｕ ｒ ａ ｔ ｃ

ｍｃａｓｕｒｅｍｅｎｔｏｆ１４Ｃｃｏｎｃｃｎｔｒａｔｉｏｎ，ａｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎｏｆｃａｒｂｏｎｉｓｏｔｏｐｉｃ

ｆｒａｃｔｉｏｎａｔｉｏｎ，ａｎｄａｄｅｎｄｒｏｃｈｒｏｎｏｌｏｇｉｃａｌｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎｏｆ１４Ｃｄａｔｃｓｔｏ

ｃａｌｃｎｄａｒａｇｅａｒｅｉｎｄｉｓｐｃｎｓａｂｌｃ，Ｔｈｃｙａｒｃｂｒｉｃｆｌｙｄｉｓｃｕｓｓｃｄ。

Ｓｅｃｏｎｄ，ａｐｌａｎｔｏｉｎｔｒｏｄｕｃｃａｓｅｃｏｎｄＡＭＳｓｙｓｔｅｍａｔＤＭＲＣｉｓ
ｄｉｓｃｕｓｓｃｄ．Ａｓｏｎｃｏｆｔｈｃｃａｎｄｉｄａｔｃｍａｃｈｉｎｅ，ａｎｅｗ-ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ

ＴａｎｄｅｔｒｏｎｉｓｎｏｍｉｎａｔｅｄｗｈｉｃｈｉｓｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅｄｂｙＨｉｇｈｖｏｌｔａｇｃ

ＥｎｇｉｎｃｅｒｉｎｇＥｕｒｏｐｅ（ＨＶＥＥ）Ｃｏ．Ｌｔｄ．ＴｈｒｅｅｓｅｔｓｏｆＨＶＥＥＡＭＳｓｙｓｔｃｍ

ｈａｖｅｂｃｃｎｉｎｓｔａｌｌｃｄｓｕｃｃｃｓｓｆｕｌｌｙａｔＭ／ｏｏｄｓＨｏｌｃｏｃｃａｎｏｇｒａｐｈｉｃ

ｌｎｓｔｉｔｕｔｃ，ＵＳＡ，Ｇｒｏｎｉｎｇｅｎｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，Ｈｏｌｌａｎｄ，Ｋｉｃ１Ｕｎｉｖｃｒｓｉｔｙ，

Ｇｅｒｍａｎｙ．Ｔｈｃｙｈａｖｃｓｈｏｗｎｆａｒｍｏｒｃ - ｃｘｃｃｌｌｃｎｔｐｃｒｆｏｒｍａｎｃｅ

ｃｏｍｐａｒｃｄｗｉｔｈｏｌｄｆｉｒｓｔ-ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎＴａｎｄｃｔｒｏｎｓ。

Ａ ｎ ｉ ｎ ｔ ｃ ｎ ｓ ｉ ｖ ｃ ｕ ｓ ａ ｇ ｃ ｏ ｆ ｔ ｈ ｃ Ｔ ａ ｎ ｄ ｃ ｔ ｒ ｏ ｎ Ａ Ｍ Ｓ ａ ｔ Ｄ Ｍ Ｒ Ｃ ｉ ｓ

ｃｏｎｔｉｎｕｉｎｇ．Ｔｈｃｎｕｍｂｃｒｏｆｓａｍｐｌｅｓａｎａｌｙｚｅｄａｎｎｕａｌｌｙｉｓｓｔｉ１１

１ｎｃｒｃａｓｉｎｇ，ａｎｄ８０５ｓａｍｐｌｃｓ，ｉｎｃｌｕｄｉｎｇｂａｃｋｇｒｏｕｎｄｓａｍＰｌｃｓ，ｗｃｒｃ
ｍｃａｓｕｒｃｄｉｎ１９９４．Ｔｏｔａｌｌｙ５０６２ｓａｍｐｌｃｓｉｎｖａｒｉｏｕｓｆｉｃｌｄｓｈａｖｃ

ｂｃｃｎｍｅａｓｕｒｅｄｓｉｎｃｅｔｈｅｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎｏｆｔｈｃｍａｃｈｉｎｃ．
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